
春
は
深
田
久
弥
に
纏
わ
る
行
事
が
い
く
つ

も
行
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
久
弥
が
生
ま
れ
た

の
が
三
月
十
一
日
、
亡
く
な
っ
た
の
が
三
月

二
十
一
日
、
と
い
う
日
取
り
も
関
係
す
る
の

で
あ
ろ
う
か
。

今
年
も
、
三
月

二
十
日
に
九
山
忌

の
俳
句
会
が
、
稲

坂
謙
三
や
深
田
久

弥
が
立
ち
上
げ
た

「
は
つ
し
ほ
俳
句

会
」
に
よ
っ
て
開

催
さ
れ
た
。
深
田

九
山
を
偲
ん
で
多

く
の
俳
句
愛
好
家
が
集
ま
っ
た
。

四
月
二
十
日
に
は
、
山
梨
県
韮
崎
の
深
田

記
念
公
園
で
「
深
田
祭
」
が
開
催
さ
れ
る
。

こ
ち
ら
も
、
多
く

の
方
々
が
碑
前
祭

に
参
列
さ
れ
る
。

ま
た
、
碑
前
祭
の

ほ
か
に
記
念
登
山

な
ど
も
行
わ
れ
る
。

一
方
、
深
田
久
弥

の
ふ
る
さ
と
石
川

で
は
、
四
月
二
十
七
日
に
「
久
弥
祭
」
が
開
か
れ
る
。

会
場
は
、
深
田
久
弥
が
小
学
生
の
時
に
初
め
て
登
っ

た
山
、
富
士
写
ヶ
岳
の
麓
に
あ
る
九
谷
ダ
ム
広
場
で

あ
る
。
富
士
写
ヶ
岳
を
背
に
し
て
設
け
ら
れ
た
祭
壇

で
、
献
酒
、
献
花
の
後
、
久
弥
を
偲
ぶ
俳
句
が
献
じ

ら
れ
る
。
そ
の
あ
と
久
弥
の
作
品
の
一
節
が
朗
読
さ

れ
式
典
は
終
了
す
る
。
式
典
終
了
後
に
は
、
山
頂
方

位
盤
に
嵌
め
込
ま
れ
た
写

真
の
深
田
久
弥
に
会
う
べ

く
、
富
士
写
ヶ
岳
山
頂
を

目
指
す
。
ま
た
、
山
に
登

ら
な
い
人
を
対
象
に
大
聖

寺
の
深
田
久
弥
山
の
文
化

館
で
、
「
深
田
久
弥
ゆ
か

り
の
地
め
ぐ
り
」
が
行
わ

れ
る
。

小
林
秀
雄
と
深
田
久
弥
と
言
え
ば
、
ま
ず
一
番
に

文
学
界
同
人
、
文
士
仲
間
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

小
林
秀
雄
と
深
田
久
弥
の
付
き
合
い
は
、
深
田
が
改

造
社
に
勤
め
て
い
た
時
代
に
、
友
人
か
ら
紹
介
さ
れ

た
の
が
始
ま
り
で
あ
る
。
と
り
わ
け
鎌
倉
・
文
学
界

同
人
時
代
に
は
濃
密
な
交
わ
り
が
あ
っ
た
。
鎌
倉
に

来
る
よ
う
誘
っ
た
の
も
小
林
で
あ
る
。
そ
し
て
、
引
っ

越
し
た
そ
の
当
日
に
、
何
人
か
で
久
弥
宅
を
訪
ね
て

も
い
る
。

小
林
と
深
田
の
「
山
」
で
の
付
き
合
い
も
相
当
な

も
の
で
あ
る
。
深
田
は
、
小
林
と
の
山
歩
き
に
つ
い

て
、
「
山
を
歩
い
て
い
る
時
は
お
互
い
無
口
で
、
当

面
の
山
の
話
ぐ
ら
い
し
か
し
な
い
が
、
黙
っ
て
歩
い

て
い
て
も
、
気
づ
ま
り
で
も
な
け
れ
ば
退
屈
で
も
な

い
」
と
の
こ
と
を
語
っ
て
い
る
。
小
林
の
山
登
り
は
、

旧
制
中
学
三
年
の
時
に
友
人
と
一
緒
に
行
っ
た
、
雲

取
山
が
始
ま
り
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
山
行
は

道
を
間
違
え
て
遭
難
一
歩
手
前
だ
っ
た
。

小
林
と
深
田
と
の
山
行
を
調
べ
る
た
め
、
『
人
物
書

誌
大
系
・
深
田
久
弥
』
を
取
り
出
し
た
。
昭
和
七
年

に
は
鳳
凰
山
へ
行
っ
て
い
た
。
こ
の
山
行
に
は
今
日

出
海
も
同
行
し
て
い
る
。
今
日
出
海
は
こ
の
山
行
を

文
章
に
し
て
お
り
、
と
て
も
辛
か
っ
た
の
で
、
二
度

と
山
に
は
登
ら
な
い
と
書
い
て
い
る
。
昭
和
八
年
に

は
ス
キ
ー
ツ
ア
ー
、
谷
川
岳
、
八
ヶ
岳
、
昭
和
九
年

に
は
鹿
島
槍
ヶ
岳
、
昭
和
十
年
に
菅
平
、
志
賀
高
原

ス
キ
ー
、
霧
ヶ
峰
、
昭
和
十
一
年
に
八
甲
田
山
（
大

岳
）
、
十
三
年
に
美
ヶ
原
と
の
記
録
が
あ
っ
た
。
こ

れ
以
後
の
記
録
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

昭
和
十
一
年
の
八
甲
田
山
は
、
共
に
蔦
温
泉
で
一
夏

を
過
ご
し
た
間
の
山
行
で
あ
り
、
前
年
に
も
、
霧
ヶ

峰
で
一
夏
を
共
に
し
て
い
る
。
昭
和
八
年
の
谷
川
岳

行
は
『
日
本
百
名
山
』
「
谷
川
岳
」
の
章
に
、
ま
た
、

昭
和
十
年
の
霧
ヶ
峰
は
「
霧
ヶ
峰
の
一
夏
」
（
『
山

岳
展
望
』
）
に
書
か
れ
て
い
る
。

令和７年
春号

深田祭 ・ 久弥祭 ・ 九山忌

深田久弥 句碑（全昌寺）深田祭祭壇（記念碑前で）

富士写ヶ岳をバックに

小
林
秀
雄

と

深
田
久
弥

そ
し
て
山



五
万
分
の
一
地
形
図
「
湯
澤
」
と
「
四
萬
」
を
貼

り
合
わ
せ
た
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
は
地
勢
図
「
高
田
」

の
三
番
と
四
番
で
あ
る
。
第
二
次
大
戦
後
一
年
ば
か

り
を
過
ご
し
た
越
後
湯
沢
近
く
の
地
図
で
あ
る
。
し

か
し
、
越
後
湯
沢
周
辺
に
は
書
き
込
み
が
な
く
、
谷

川
岳
周
辺
に
多
く
の
書
き
込
み
が
あ
る
。
そ
の
ほ
と

ん
ど
は
、
書
込
み
と
い
う
よ
り
も
地
名
表
記
を
訂
正

し
た
り
、
書
き
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
赤
鉛
筆
の
ラ

イ
ン
は
谷
川
温
泉
～
天
神
平
～
藥
師
岳
（
谷
川
岳
）

～
西
黒
尾
根
に
引
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
谷
川
岳
～

平
標
山
～
三
国
山
に
か
け
て
の
千
五
百
メ
ー
ト
ル
以

上
の
山
域
が
、
赤
鉛
筆
で
薄
く
着
色
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
書
き
込
み
や
赤
鉛
筆
に
つ
い
て
書
い
た

文
章
は
『
日
本
百
名
山
』
の
「
谷
川
岳
」
以
外
見
つ

け
ら
れ
な
か
っ
た
。
家
族
三
人
で
出
か
け
た
谷
川
岳

の
紀
行
「
子
連
れ
の
谷
川
岳
」
は
あ
っ
た
が
、
こ
の

山
行
に
あ
た
る
ラ
イ
ン
は
無
か
っ
た
。

『
日
本
百
名
山
』
の
文
中
に
は
、
昭
和
八
年
秋
小
林

秀
雄
と
谷
川
温
泉
に
泊
ま
り
、
翌
日
天
神
峠
を
経
て

谷
川
岳
に
登
り
、
西
黒
沢
を
下
っ
た
と
い
う
記
述
が

あ
る
が
、
赤
鉛
筆
の
ラ
イ
ン
は
西
黒
尾
根
に
引
か
れ

て
い
た
。

「
五
万
分
の
一
の
地
図
に
山
名
が
誤
記
さ
れ
た
」
と

の
記
述
に
関
し
て
は
、
「
谷
川
岳
」
が
二
重
線
で
消

さ
れ
、
薬
師
岳
（
耳
二
ツ
）
と
書
か
れ
、
オ
キ
ノ
ミ

ミ
と
の
書
き
込
み
も
あ
る
。
俎
嵓
の
と
こ
ろ
に
は

「
谷
川
岳
」
と
山
名
表
記
が
あ
る
。
現
在
の
地
図
で

「
一
ノ
倉
岳
」
と
表
記
の
あ
る
ピ
ー
ク
は
「
谷
川
富

士
」
と
印
刷
さ
れ
て
い
る
が
、
「
一
ノ
倉
ノ
頭
」
と

書
き
換
え
て
あ
る
。
天
神
平
の
上
の
「
高
倉
山
」
の

山
名
は
「
保
登
野
岳
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、

谷
川
の
、
谷
川
温
泉
か
ら
二
俣
に
か
け
て
の
多
く
の

枝
沢
に
、
沢
の
名
前
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
ほ
か

に
も
多
く
の
山
の
名
前
な
ど
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。

五
月
十
八
日
（
日
）

演
題
：
能
登
の
植
物
学
者

小
牧

旌
の
生
い
立
ち
と
植
物
画

講
師
：
西
井
武
秀
氏

（
環
境
省
自
然
公
園
指
導
員
・

石
川
県
自
然
解
説
員
研
究
会
）

六
月
十
五
日
（
日
）

演
題
：
深
田
久
弥
の
日
記

講
師
：
岩
田
陽
子
氏

（
福
井
県
ふ
る
さ
と
文
学
館
学
芸
員
）

四
月
十
八
日
（
金
）

『
日
本
百
名
山
』
よ
り
「
斜
里
岳
」

五
月
二
十
三
日
（
金
）

『
日
本
百
名
山
』
よ
り
「
雲
取
山
」

六
月
二
十
日
（
金
）

『
日
本
百
名
山
』
よ
り
「
間
ノ
岳
」

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
よ
ろ
し
く

h
tt
p
s
:
/
/y
a
m
a
n
ob
u
n
k
ak
a
n
.
c
om

深
田
久
弥
山
の
文
化
館

山文HP

読
書
会

会
場
：
深
田
久
弥
山
の
文
化
館

時
間
：
午
後
一
時
三
十
分
～
三
時

聞
こ
う
会

会
場
：
深
田
久
弥
山
の
文
化
館

聴
山
房

時
間
：
午
後
一
時
三
十
分
～
三
時

大
イ
チ
ョ
ウ
の芽

吹
き

桜
が
咲
き

若
葉
が
目
を
出
し

春
本
番
で
す


